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論 文 内 容 の 要 旨




に関する先行研究を取 り上げ、それ らに関 して詳述するとともに若干の考察を加えた。
まず第1章 「TMTFと2刺 激光法」では、線形 システム理論による分析が可能とされている閾
レベルないし閾下 レベルでの視覚系のイ ンパルス応答に関 して取 り上げた。インパルス応答を精神
物理学的に導き出すための主な手法であるTMTF(時 間的変調感受性曲線)と2刺 激光法 という
二っの方法と、それによって得 られた知見にっいてまとめている。
第2章 「Blochの 法則」では、視覚系の時間的統合特性について検討 した研究についてまとめて
いる。 この問題は閾 レベルではBlochの 法則、および臨界持続時間の問題 として知 られているが、
ここではそれに加え、閾上 レベルでの統合特性に関する研究 も取り上げ、また視覚系の時間的統合
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第4章 は 「B-systemとD-system… …明暗情報の伝達」である。ここでいうB-systemとD-
systemと は、視覚系内でのオン中心型ニューロンとオフ中心型ニューロンの径路のことであり、




のオン応答とオフ応答の精神物理学的対応物 と考えられているオン効果 とオフ効果(刺 激の立ち上
がり時付近と立ち下がり時付近で生 じるマスキング関数のオーバーシュー ト)を 規定する要因に関
して整理 している。オ ン効果に比べオフ効果に関する研究がはるかに少ないことを指摘した。また
それとともにこの章では、視覚マスキング実験 と類似 した刺激事態において、生理学的にもすでに
視覚系の末梢 レベルにおいてマスキングのような現象が生 じることを示 している第2部 「実験的検
討」に移る前の段階として、マスキング関数に現れるようなインパルス応答 とステップ応答そのも
のの特性の解明に努めた。









な立ち上がりに対するマスキング関数のオーバーシュー ト(オ ン効果)が 急激な立ち下が りに対す
るマスキング関数のそれ(オ フ効果)よ り大きくなるが、振幅が閾近傍 レベルにまで低下するとこ







のオン応答、 オフ応答 とは若干性質を異にする二相性のものとなる。閾近傍給ンパルス応答か ら通
常のオン応答、オフ応答へと変化する境目の刺激の持続時間は今回の実験条件では90ミ リセカンド
前後であった。また刺激が完全 に閾下 レベルになると刺激が250ミ リセカンド9となっても閾下イ ン
パルス応答が生 じるようになることも明らかとなった。 、.
ところでオン効果、オフ効果が生理的なオン応答、オフ応答の間接的な記録であるという考えの
根拠 とされたものは両者の質的な(形 状の)類 似性であり、かろうじてオ ン効果に関 しては同一径






続 く第2章 では閾上 インパルス応答の形状 とその特性に関 しての検討を行づた。ここではまず二
っのフラッシュを時間的にどれだけ離せば二っのフラッシュとして知覚 され、あるいは単一 フラッ
シュから弁別されるかという二重光弁別閾の問題を取 り上げた。後者の場合の閾は前者の場合の閾
の半分以下 となること、 またそれぞれの閾は同一の刺激条件のもとで求め られたマスキング関数の








また閾上インパルス応答の時間的統合特性に関 しても検討 した。閾 レベルでの応答の時間的な完
全結合に関 しては 「臨界持続時間」 としてその限界点が知られているが、閾上刺激の場合にはそれ
に対応す るような知見 はない。そこで視覚マスキング法を用いて吟味したとごろ、閾上刺激でも確















の応答のピークが生じていることを強 く示唆するような結果が得 られた。 これらの結果の間の矛盾
は閾上刺激に対するマスキングと閾下刺激に対する加重の生起する視覚系内での位置が異なってい




第3章 ではステップ応答 に関 しての実験を報告 した。時間的強度勾配(立 ち上がり時間 ・立ち下
がり時間)と いう変数の効果を吟味 した。その結果、刺激の強度変化勾配が緩やかになるにっれて、
マスキング関数のピークは低下 し(そ の割合は刺激の立ち上がりに対 してより大 きい)、 ピーク位
置も遅れ、 さらに関数形全体が丸みを帯びるようになり、やがて有意なオン効果、オフ効果が生 じ

























時間点において測定 し、得 られた曲線がマスキ ング関数と呼ばれる。この関数は、生理学的なオン・
オフ反応などの間接的な記録であると目されている。








第2部 第2章 は、3系 列か らなる実験結果が盛 られている。
まず、閾上インパルス応答の形状とその特性の検討が行われた。二つのフラッシュを時間的にど
































実験は、 この領域の従来の成果を レビューした第1部 において、知見の欠如ないし不足 している
部分を指摘 し、それ らについて詳細に検討が加えられたものである。その検討には精緻の限りがっ
くされている。マックスウェル視光学系等には最高の道具立てが用意され、光波形の形成にも閃光
列の周波数変調法といった精密な独自の手法が使われている。
この種の感覚的研究では、矛盾あ少ないデータが得 られるものであるが、揉てて加えるほどの反
復実験によって証拠づけを確実にし、綿密な考察を与えた本論文の成果は、斯界に寄与するところ
多大である。
よって本論文提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと、本審査
委員会は認定した。
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